
第926号 
北近畿をリードする創造性あふれるまち　福・知・山 

平成
23（2011）年

7 1

7
1　  号のおもな内容

第４次福知山市総合計画後期計

画（案）について
暴走族のいない社会の実現を !
国民文化祭コーナー
はじめよう！介護予防　ほか

　東日本大震災から１００日目の６月
１８日（土）、福知山駅北口公園にて京
都共栄学園高校、福知山高校、福知山
成美高校、福知山淑徳高校、大江高校、
府立工業高校、綾部高校の７校（約
２００人）が、吹奏楽や和太鼓、民俗舞踊、
書道パフォーマンスなどを通じて、
東北への支援と復興への継続的な協
力を来場者に呼びかけました。

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 



　

総
合
計
画
と
は
、
市
の
将
来
像

を
示
す
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
で
あ
り
、
本
市
で
は
、
合
併

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
「
新
福
知
山

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設

計
画
）」
を
基
本
と
し
た
「
第
４
次

福
知
山
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
平
成　

年
度
か
ら

20

　

年
度
ま
で
で
、
基
本
構
想
（
８

２７年
間
）
と
基
本
計
画
（
前
期
・
後

期
の
各
４
年
間
）
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
で
前
期
基
本
計
画
が
終

了
す
る
た
め
、
近
年
の
急
激
な
社

会
情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
来
年
度
か
ら
の
後
期
基

本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

基
本
構
想
の
一
部
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
現
況
や
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
み
る
課
題
、
社
会
潮
流
・

経
済
情
勢
の
変
化
か
ら
、
後
期
計

画
期
間
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。

・　

安
心
安
全
の
地
域
づ
く
り

・　

産
業
・
就
業
構
造
の
変
革　

・　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
形
成

・　

地
方
分
権
の
一
層
の
推
進　

　

な
ど

 

　

主
要
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め

に
、
後
期
計
画
で
は
次
に
掲
げ
る

施
策
の
大
綱
を
新
た
に
追
加
し
、

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

①
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
形
成

　

③
雇
用
の
確
保

 

　

ま
た
、
地
方
分
権
推
進
の
動
向

を
踏
ま
え
、
活
気
あ
ふ
れ
る
持
続

可
能
な
地
域
と
す
る
た
め
、
よ
り

一
層
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
後
期
計
画
で
は
市

民
と
の
協
働
を
積
極
的
に
推
進
し
、

諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
す
。
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総
合
計
画
と
は

主
要
な
課
題

後
期
計
画
の
方
向
性

施策の大綱基本方針
市民協働の推進

みんなで進める人権尊重・住民自治のまちづ
くり

人権・平和の尊重
男女共同参画の推進
ユニバーサル社会の形成
質の高い行政サービスの提供地方分権の推進に対応した行財政効率の高いまちづくり
公共交通の強化

人・物・情報が行き交う交流・連携のまちづ
くり

道路網の整備
高度情報化の推進
国内・国際交流の推進
農林水産業の振興

地域の個性と資源を生かす産業創造のまち
づくり

商工業の振興
観光の振興
雇用の確保
保健・医療の充実

地域で支えるみんなにやさしい健康・福祉の
まちづくり

地域福祉の充実
高齢者福祉の充実
障害のある人の福祉の充実
子育て支援の充実
生活支援の充実
土地利用および市街地・集落整備

人と自然が共生する安心・安全・快適環境の
まちづくり

生活空間の整備
自然環境の保全・共生の推進
低炭素・循環型社会の形成
消防・救急・防災対策の強化
防犯・交通安全対策の推進
青少年の健全育成

魅力ある人とまちを創り出す教育・文化のま
ちづくり

学校教育の充実
生涯学習の推進
文化財の保存・活用
文化・スポーツ活動の推進
高等学校・大学教育

後期計画の施策体系（案）　　　　　　　　　　　　　 新たに追加

　本市では平成２０年３月に策定した「第４次福知山
市総合計画」について、平成２４年度からの後期計画
を策定しています。
　市民の皆さんの考えを反映させたよりよい計画
とするため、皆さんのご意見を募集します。

第４次福知山市総合計画

まちづくりの将来像および基本理念、
各分野におけるまちづくりの基本方
針を示すものです。

基本構想

基本構想で掲げた将来像や基本理念
を実現するため、基本方針ごとに、
今後の取り組むべき具体の施策およ
び事業を体系的に示すものです。

基本計画

総合計画の体系図

計画期間8年 

前期計画 
H20 H23 H24 H27［年度］ 

後期計画 

計画期間4年  
前期（H20～Ｈ23） 
後期（Ｈ24～Ｈ27） 

基本構想 

基本計画 

第4次福知山市総合計画後期計画第4次福知山市総合計画後期計画（案）（案）についてについて　　
皆さまのご意見をお聞かせください　　　　　　　皆さまのご意見をお聞かせください
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市
民
協
働
推
進
会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
で
は
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
検
討
す
る
た

め
に
、
市
民
活
動
団
体
や
公
募
市
民
、
有
識
者

な
ど
で
構
成
す
る
「
市
民
協
働
推
進
会
議
」
を

設
置
し
ま
す
。
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
委
員
と
し
て
一
緒
に
検

討
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

検
討
テ
ー
マ
／
自
治
基
本
条
例
の
骨
格
、新
た

な
地
域
運
営
の
あ
り
方
、
市
民
・
地
域
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
企
業（
事
業
者
）・
行
政
な
ど
の
役
割
、
市

民
協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と 

な
ど

今
回
募
集
人
員
／
男
性
２
人
、
女
性
２
人

　

※
な
お
、
委
員
は
合
計　

人
２０

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

応
募
条
件
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の　

歳
１８

　

以
上
の
人
で
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
会
議

　

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人

謝
礼
／
１
回
に
つ
き
５
０
０
０
円

任
期
／
２
年
（
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
）

２５

３１

募
集
締
切
／
７
月　

日（
金
）ま
で

２９

　

※
郵
便
の
場
合
は
当
日
必
着

申
込
方
法
／
郵
便
番
号
・
住
所（
市
外
在
住
の
人

は
通
勤
・
通
学
地
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。）・

名
前
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
応
募
動

機
（
８
０
０
字
以
内
）
を
応
募
用
紙
ま
た
は

任
意
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
市
長
公
室
企

画
調
整
係
に
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
〒
６
２
０
‐
８
５
０

１　

福
知
山
市
字
内
記　

番
地
の
１　

福
知
山

１３

市
市
長
公
室
企
画
調
整
係
（
℡　

‐
７
０
３
０
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ル kikaku@

city.

ＦＡＸ
２３

fukuchiyam
a.kyoto.jp

）

市
の
将
来
像
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、市
長
と
意
見
交
換
し
ま
せ
ん
か
。●
開
催
日
／
７
月
〜
９
月
※
開
催
場
所
は
ご
準
備
く
だ
さ
い
。●
対
象
／
メ
ン
バ
ー
の
半
数
以
上
が

市
民
で
、市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
団
体
な
ど
●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
７
月　

日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
、市
長
公
室
市
民
相
談
係（
℡　

‐
７
０
２
７
・　

‐
７
０
２
３
）ま
で

２９

２４

２４

市
民
と
市
長
の

ま
ち
か
ど
懇
話
会
第２期

総合計画
市民意見交換会のご案内

　「第４次福知山市総合計画（後期計画）」の策定に
際し、計画の説明、市民協働やまちづくり活動に関
する講演、報告などを行い、市民の皆さんからのご
意見や、生活の中で日頃思っているまちづくりに関
する意見などを頂き、総合計画の意義やまちづくり
の方向性を市民の皆さんと共有するため市民意見
交換会を開催します。
※参加費無料、事前申込み不要です。当日直接会場
　へお越しください。

　　※時間はいずれも午後７時～９時（予定）

ところと　き

夜久野地域公民館７月２０日（水）

大江地域公民館７月２２日（金）

三和地域公民館７月２５日（月）

市民会館３１号室７月２７日（水）

六人部地域公民館７月２９日（金）

日新地域公民館８月１日（月）

成和地域公民館８月３日（水）

北陵地域公民館８月５日（金）

川口地域公民館８月８日（月）

※市のホームページ（市長の部屋） 
　で閲覧できます。 

　

日（
土
）　

市
民
憲
章
制
定　

周

２５

２０

年
記
念「
市
民
憲
章
推
進
大
会
」

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
先

駆
け
と
し
て
、「
幸
せ
を
生
き
る
」を

テ
ー
マ
に
活
動
さ
れ
て
い
る
福
知
山

市
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
の
推
進

大
会
に
出
席
し
た
。市
民
の
模
範
的

な
活
動
の
表
彰
式
や
、「
ふ
く
ち
や

ま
四
季
の
写
真
」の
表
彰
式
が
あ
り
、

日
々
の
地
道
な
活
動
が
市
民
全
体

の「
幸
せ
」に
つ
な
が
る
も
の
に
な
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
。ま
た
、エ
ウ

フ
ォ
ニ
カ
管
弦
楽
団
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
、市
民
も
一
緒

に
演
奏
す
る
場
面
が
あ
る
な
ど
、終

始
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
め
る

内
容
で
あ
っ
た
。

　

今
年
は
市
民
憲
章
が
平
成
３
年
４
月
１
日

に
制
定
さ
れ
て　

周
年
の

２０

節
目
の
年
。こ
の
大
会
を
は

じ
め
多
く
の
記
念
事
業
が

催
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

市
民
憲
章
の
更
な
る
浸
透

と
、市
民
の
皆
さ
ん
が
共
に

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

に
な
れ
ば
と
心
か
ら
願
う
。

※市のホームページ（市長室）で閲覧できます。

開催場所開催日時日程

市民会館
（内記三丁目）

９月１０日（土）
１３：３０～１６：３０

第 1 回
推進会議

三重県名張市
（予定）

１０月８日（土）
８：００～２０：００

第 ２ 回
推進会議

（視察研修）

市民会館
（内記三丁目）

１０月２２日（土）
１３：３０～１６：３０

第 ３ 回
推進会議

１２月３日（土）
１３：３０～１６：３０

第 ４ 回
推進会議

２月４日（土）
１３：３０～１６：３０

第 ５ 回
推進会議

後期計画（案）の具体的な内容（施策など）
につきましては、福知山市市長公室、支所に
て閲覧していただけるほか、市ホームページ
からご覧いただけます。

〈注意〉　お寄せいただいたご意見に対しては、個々に回
答いたしません。また、提出いただいたご意見の原稿な
どは返却いたしませんので、ご了承ください。お寄せい
ただいたご意見については、名前、住所、個人または法
人などの権利利益を害するおそれのある情報などを除い
て取りまとめ、対応状況などを広報ふくちやまなどを通
じて公表します。

●
応
募
資
格

（
１
）市
内
在
住
の
人

（
２
）市
内
に
通
勤
、通
学
し
て
い
る
人

（
３
）市
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
つ
法　

　

人
、そ
の
他
の
団
体

●
提
出
方
法
と
問
い
合
わ
せ
先

　

書
式
は
自
由
で
す
が
、ご
意
見
に
は

テ
ー
マ（
件
名
）、名
前
・
住
所
・
連
絡
先
を

ご
記
入
い
た
だ
き
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
は
、電
子
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス
・

郵
送
・
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

下
記
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日
／
７
月　

日（
金
）ま
で

２９

〒６２０-８５０１　福知山市字内記１３番地１　
　　福知山市　市長公室
　　　　　　　　企画調整係（庁舎３階）
　℡２４-７０３０・ＦＡＸ２３-６５３７
　Ｅメール　kikaku@city.fukuchiyama.kyoto.jp

意見意見
募集募集
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暴
走
族
追
放
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
職

場
等
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

○
週
末
に
な
る
と
、
携
帯
電
話
で
友
だ
ち
と
頻
繁

に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

○
週
末
の
深
夜
に
無
断
外
泊
し
た
り
、
帰
宅
し
な

い
。

○
自
宅
近
く
で
改
造
さ
れ
た
単
車
や
乗
用
車
を
よ

く
見
か
け
る
。
ま
た
、
若
者
が
集
ま
っ
て
騒
い

で
い
る
。

○
車
の
不
正
改
造
や
派
手
な
装
飾
品
、
ス
テ
ッ

カ
ー
な
ど
を
つ
け
て
い
る
。

○
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
折
り
曲
げ
た
り
、
取
り

外
し
た
り
し
て
番
号
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

も
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
次
の
相

談
窓
口
ま
で
、
お
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
福
知
山
警
察
署
交
通
課
・
生
活
安
全
課
少
年
係

（
℡　

‐
０
１
１
０
）

２２

■
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
北
部
セ
ン
タ
ー
（
福

知
山
警
察
署
内　

℡　

‐
０
１
１
０
）

２２

■
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
（
京
都
府
警
察
本
部　

℡

０
７
５
‐
５
５
１
‐
７
５
０
０
）

京都府内の暴走族の実態　い集 (集結行為 )・暴走の年次別推移
（平成 23年暴走族などの追放に関する推進施策　京都府交通対策協議会）

※い集：車両５台以上　　暴走：車両２台以上

H22H21H20H19H18H17H16H15H14H13
年別

区分

22423549743911986127112回　　数（回）
い　
　

集

2706574596328254041,8711,5132,6842,161参加人員（人）

145273247364404167622467948790二輪（台）参加
車両 19121121955180699457693344四輪（台）

729282111183121125167217176回　　数（回）
暴　
　

走

4567565988801,6289111,6782,5674,1733,694参加人員（人）

2854323025019006168761,2732,2111,918二輪（台）参加
車両 7105976176351785124154四輪（台）

み
ん
な
の
力
を
力
を
あ
わ
せ
て
 

　
　
暴
走
族
を
追
放
し
よ
う

　
　
暴
走
族
を
追
放
し
よ
う
！
 

み
ん
な
の
力
を
あ
わ
せ
て
 

　
　
暴
走
族
を
追
放
し
よ
う
！
 

　

本
市
で
は
、
暴
走
族
を
な
く
す
た
め
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
や
関
係
機
関
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る
「
暴
走
族
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
づ

く
り
会
議
」
を
組
織
し
、
暴
走
行
為
な
ど
の

危
険
性
、
迷
惑
性
に
つ
い
て
啓
発
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
暴
走
を
さ

せ
な
い
対
策
に
取
り
組
む
な
ど
、
全
市
的
な

暴
走
族
追
放
の
気
運
の
醸
成
に
努
め
て
い
ま

す
。
特
に
、
５
月
５
日
「
こ
い
の
ぼ
り
暴
走
」

や
７
月
７
日
「
七
夕
暴
走
」、
８
月　

日
「
パ

２９

ニ
ッ
ク
暴
走
」
な
ど
の
特
定
暴
走
日
に
は
、

暴
走
が
予
想
さ
れ
る
場
所
で
の
警
戒
や
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
平
成　

年
中
の
府
内
暴
走
族
の
現
況
】

２２

　

平
成　

年
中
の
府
内
暴
走
族
は
、
グ
ル
ー

２２

プ
員
の
少
人
数
化
が
定
着
す
る
な
か
で
、
新

旧
交
代
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
編
成
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
グ
ル
ー
プ
・
人
員
と
も
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

・
爆
音
暴
走
型
暴
走
族

　

土
・
日
曜
日
を
中
心
に
、
深
夜
か
ら
翌
朝

に
か
け
て
発
生
し
、
幹
線
道
路
や
住
宅
街
を

少
人
数
で
バ
イ
ク
な
ど
で
ゲ
リ
ラ
的
な
爆
音

暴
走
行
為
を
行
い
ま
す
。
暴
走
族
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
「
記
念
暴
走
」
な
ど
の
大
規
模
暴
走

は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

・
違
法
競
争
型
暴
走
族
（
ロ
ー
リ
ン
グ
族
）

　

土
・
日
曜
日
を
中
心
に
、
深
夜
か
ら
早
朝

に
か
け
て
、
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
連
続
す
る
山
間

部
の
道
路
を
、
高
速
コ
ー
ナ
ー
リ
ン
グ
行
為

を
繰
り
返
し
つ
つ
、
カ
ー
レ
ー
ス
を
行
う
グ

ル
ー
プ
で
す
。

・
旧
車
會
や
旧
車
會
を
仮
装
し
た
暴
走
族

　
「
旧
車
會
」
と
は
、「
旧
車
」
と
よ
ば
れ
る

プ
レ
ミ
ア
車
（
１
９
７
０
年
〜
１
９
８
０
年

代
の
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
）
の
愛
好
家
グ
ル
ー

プ
で
あ
り
、
ツ
ー
リ
ン
グ
や
車
両
の
改
造
な

ど
を
自
慢
し
あ
う
集
団
で
、
府
県
間
に
ま
た

が
っ
て
集
団
爆
音
走
行
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
集
団
を
仮
装
し
た
暴
走
族
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
爆
音
暴
走
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

（
特
徴
的
な
動
向
）

　

グ
ル
ー
プ
の
小
規
模
化
、
原
動
機
付
自
転

車
に
よ
る
「
ぶ
ら
っ
ち
爆
走
」
の
増
加
、
私

服
で
の
爆
走
が
主
流
、
ナ
ン
バ
ー 
隠
蔽 
、
携

い
ん
ぺ
い

帯
電
話
を
使
用
し
て
の
爆
走
の
増
加
な
ど

　

暴
走
族
の
爆
音
や
暴
走
は
、
住
民
の
平
穏
な
生
活
や
安
眠
を
妨
害
す
る
だ
け
で
な
く
、

一
般
車
両
や
歩
行
者
に
多
大
な
危
険
や
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
「
暴
走
は

　

し
な
い　

さ
せ
な
い　

見
に
行
か
な
い
」
の
三
な
い
運
動
を
実
践
し
、
地
域
・
家
庭
、

関
連
業
界
団
体
が
官
民
一
体
と
な
っ
て
暴
走
族
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

き
ゅ
う
し
ゃ
か
い

暴
走
族

暴
走
族
の
い
な
い
社
会
社
会
の
実
現
実
現
を
！
　
〜
許
す
な
！
暴
走
暴
走
〜
 

暴
走
族

暴
走
族
の
い
な
い
社
会
社
会
の
実
現
実
現
を
！
　
〜
許
す
な
！
暴
走
暴
走
〜
 

暴
走
族
の
い
な
い
社
会
の
実
現
を
！
　
〜
許
す
な
！
暴
走
〜
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国
民
文
化
祭
の
概
要
・
福
知
山
踊
り
の
歴
史
・
大
江
山
の
鬼
伝
説
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ブ
ロ
グ
も
で
き
ま
し
た
！

国
民
文
化
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

h
ttp
://fu

k
u
c
h
iy
a
m
a

‐ko
k
u
b
u
n
s
a
i.jp

イベント 日　　程 会   場 内　　　容 申込上の注意点 

鬼シンポジウム 
1 0月 2 9日（土） 
（午後1時～ 

5時15分） 

厚 生 会 館  
（西中ノ町） 

・講演「酒呑童子伝説とは何か」 
・パネルトーク「鬼の囁き」 
・金剛流による能「大江山」上演 

未就学児童は入場で
きません。 

盆 踊 り  
フェスティバル 

1 1 月 6 日（ 日 ） 
（午前9時30分～ 
  　 午後3時30分） 

三段池公園 
総合体育館 
（ 猪 崎 ） 

・全国の盆踊りの競演 
・高校生による盆踊りメドレー演奏 
・ドッコイセ踊り隊による福知山踊り 

子ども（１歳以上）も申
し込みが必要です。 

■第２６回国民文化祭福知山市実行委員会事務局（まちづくり推進課国民文化祭係内　℡２４-７０８３・FAX２３-６５３７） 

くわしくは、７月下旬に 
お配りするリーフレット 
をご覧ください！！ 

■事前募集を行うイベント 

★応募期間／8月1日（月）～8月22日（月）（必着） 
★募集定員／鬼シンポジウム　600人　　盆踊りフェスティバル　1000人 
★応募方法／往復はがきで申し込んでください。（1枚につき2人まで）。はがきは、イベントごとに必要です。

応募者多数の場合は、抽選とします。結果は返信用はがきでお知らせします。 
　　　　　　郵便往復はがき（私製をのぞく）に以下を記入してお申し込みください。 

①観覧希望イベント名（「盆踊りフェスティバル」、「鬼シンポジウム」）のどちらか
を書いてください。1枚のはがきで申し込めるのは１つのイベントだけです。 

　　　　　　②申込人数（1人または2人）　③郵便番号　④住所　⑤名前　⑥電話番号 
①郵便番号　②住所　③名前 
何も書かないでください。（結果を印刷して返送いたします） 

【
返
信
用
】 

【
往
信
用
】 

〈
表
面
〉 

〈
裏
面
〉 

〈
表
面
〉 

〈
裏
面
〉 福

知
山
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

　
　
　
　
「
鬼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
係
」 

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
は
　
　 

  

「
盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
係
」
行 

観
覧
希
望
イ
ベ
ン
ト
名（
一つ
だ
け
） 

申
込
人
数（
１
人
ま
た
は
２
人
） 

あ
な
た
の
郵
便
番
号 

　
　
　
　
ご
住
所 

　
　
　
　
お
名
前 

　
　
　
　
電
話
番
号 

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い 

　

結
果
を
印
刷
し
て
返
送
し
ま
す
。 

あ
な
た
の
ご
住
所 

　
あ
な
た
の
お
名
前
　
様 

〒郵便番号 〒620－8501

※たくさんの応募をいただきありがとうご 
　ざいました。抽選で20人に記念品をお送 
　りします。当選者の発表は、記念品の発 
　送をもって代えさせていただきます。 

＜回答＞ 

ま ゆ ま ろ よ ろ し く  

6月1日号広報ふくちやま 

 
回答発表！ 

国民文化祭コーナー 申込期間 8/1（月）～8/22（月）必着 いよいよ！！ 

能「大江山」 
 鬼シンポジウムの
中で、上演される能
「大江山」。 
　源頼光一行が大
江山にすむ酒呑童
子を退治する伝説を
題材にしたもので
京都市に本拠地を
おく金剛流により演
じられます。 

　　盆踊りフェスティバル 
　世界的に活躍する踊り団体をはじめ、全国の有
名な盆踊りが集まる盆踊りフェスティバル。 

　フィナーレ
では、ドッコイ
セ踊り隊によ
る福知山踊
りも披露され、
祭りを盛り上
げます。 

（写真は昨年10月に国民文化祭プレイベントとして開催した 
「北近畿郷土芸能祭」で福知山踊りを披露するドッコセ踊り隊） 

みなもとらいこう 

ささや 

こんごうりゅう 

盆踊りフェスティバル本番の１１月６日（日）、三
段池公園総合体育館（猪崎）で、ドッコイセ踊り
隊としていっしょに福知山踊りを踊っていただ
くメンバーを募集しています。８月２５日（木）の
ドッコイセまつりへの参加も予定しています。 

国民文化祭を
一緒に支えて
いただく運営
スタッフを募集
しています。 

自宅や会社などにポス
ターの掲示、チラシの
設置や配布などをお世
話になれる皆さんを募
集しています。 

運営スタッフ ドッコイセ踊り隊メンバー 
～福知山踊りを踊って国文祭を盛り上げよう！～ 

国民文化祭ポスター・ 
チラシを掲示してください 

見どころ 
見どころ 

1人または2人 

イベントは 
どちらか 
1つだけ 
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高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
の
目
標
は
、

で
き
る
限
り
自
立
し
て
、
い
き
い
き
と

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
年
齢
を
重
ね
る
と
、

若
い
頃
の
よ
う
に
は
体
が
動
か
な
く
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

ず
、
体
の
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

取
組
み
が
、
介
護
予
防
で
す
。

【
介
護
予
防
問
診
表
を
記
入
の
う
え
、返

送
し
て
く
だ
さ
い
】

　
　

歳
以
上
の
人
へ
、
介
護
予
防
問
診

６５
表
を
お
送
り
し
ま
す
。
問
診
表
に
記
入

い
た
だ
き
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
介

護
予
防
が
必
要
な
人
に
、
介
護
予
防
教

室
を
ご
案
内
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

●
目
的
／
介
護
予
防
が
必
要
な
人
に
介

護
予
防
教
室
を
お
勧
め
し
た
り
、
介
護

予
防
に
関
す
る
相
談
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
／
平
成　

年
５
月　

日
現
在
で

２３

３１

　

歳
以
上
の
人
（
要
介
護
認
定
を
受
け

６５て
い
る
人
を
除
く
）

●
介
護
予
防
問
診
表
／
下
記
参
照

●
問
診
表
発
送
予
定
日
／

　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
７
月
下
旬

２３

●
返
送
方
法
／
同
封
の
返
信
封
筒
で
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
８
月
上
旬
ま
で
）

●
介
護
予
防
教
室
な
ど
の
ご
案
内
／

※
必
要
な
人
の
み
、
お
送
り
し
ま
す
。

事 

業 

の 

流 

れ 

介護予防問診表（基本チェックリスト） 
あてはまるものに○をつけてください。 

番号 質　　問　　事　　項 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25

生
活
全
般 

運
動
機
能 
栄
養 

口
腔 

社
会
参
加 

物
忘
れ 

気
分 

介
護
予
防
問
診
表
を
郵
送 

（
7
月
下
旬
） 

問
診
表
を
記
入
の
う
え
、 

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
　 

介
護
予
防
教
室
へ
参
加
　 

心
身
の
機
能
の
維
持
・
向
上 

あ
な
た
に
あ
っ
た
介
護
予 

防
教
室
を
ご
案
内
し
ま
す 

（
必
要
な
人
の
み
） 

あなたの現在の健康状態はいかがですか。下記の1～5のいずれか１つに○をつけてください 

1. よい　　2. まあよい　　3. ふつう　　4. あまりよくない　　5. よくない 

バスや電車で一人で外出していますか 
日用品の買い物をしていますか 
預貯金の出し入れをしていますか 
友人の家を訪ねていますか 
家族や友人の相談にのっていますか 
階段を手すりや壁につたわらずに昇っていますか 
いすに座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 
１５分位続けて歩いていますか 
この１年間に転んだことがありますか 
転倒に対する不安は大きいですか 
6カ月間で2～3ｋｇ以上の体重の減少がありましたか 
身長と体重を記入してください。　　身長　　　　cm　体重　　　kg 
半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 
お茶や汁物等でむせることがありますか 
口の渇きが気になりますか 
週に「１回以上は外出していますか 
昨年と比べて外出の回数が減っていますか 
周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われますか 

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 
今日が何月何日かわからないときがありますか 
（ここ2週間ずっと）毎日の生活に充実感がない 
（ここ2週間ずっと）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 
（ここ2週間ずっと）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる 

（ここ2週間ずっと）自分が役に立つ人間だと思えない 
（ここ2週間ずっと）わけもなく疲れたような感じがする 

回　答 

★いいえ 
★いいえ 
★いいえ 
★いいえ 
★いいえ 
★いいえ 
★いいえ 
★いいえ 
いいえ 
いいえ 
いいえ 
 

いいえ 
いいえ 
いいえ 
★いいえ 
いいえ 
いいえ 
★いいえ 
いいえ 
いいえ 
いいえ 
いいえ 
いいえ 
いいえ 

はい 
はい 
はい 
はい 
はい 
はい 
はい 
はい 
★はい 
★はい 
★はい 
 

★はい 
★はい 
★はい 
はい 
★はい 
★はい 
はい 
★はい 
★はい 
★はい 
★はい 
★はい 
★はい 

（いずれかに○） 

問診の6番から
10番までの★の
数が3個以上 

11番の項目に★
やせ過ぎの人 

問診の13番から
15番までの★の
数が2個以上 

16番の項目に★ 

問診の18番から
20番までの★の
数が1個以上 

問診の21番から
25番までの★の
数が2個以上 

問診の1番から
20番までの★の
数が10個以上 

【問診表の見かた】 
回答が右表の★に 
該当したもので、 
下記のいずれかに 
あてはまる場合は、 
心身の機能が低下 
している可能性が 
あります。 
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【
福
知
山
市
の
現
状
】

　

本
市
に
お
い
て
、
介
護
が
必
要
に
な
り
、

要
介
護
認
定
を
受
け
る
人
は
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

　【
介
護
予
防
は
な
ぜ
必
要
か
】

　

健
康
寿
命
と
は
、
介
護
な
ど
を
必
要
と
し

な
い
自
立
し
た
生
活
が
営
め
る
期
間
を
い
い

ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
、
若
い
頃
と
比
較
し

て
目
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
り
、
足
腰
が
弱

く
な
る
な
ど
の
老
化
が
少
し
ず
つ
進
み
ま
す
。

し
か
し
食
生
活
や
運
動
習
慣
、
生
き
が
い
や

趣
味
の
活
動
な
ど
の
生
活
環
境
に
よ
り
、
老

化
の
現
れ
方
に
差
が
出
て
き
ま
す
。
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
介
護
予
防
が
大
切

で
す
。

【
福
知
山
市
で
実
施
し
て
い
る
主
な
介
護
予

防
教
室
】

　

介
護
予
防
問
診
表
の
結
果
に
応
じ
て
、
あ

な
た
に
あ
っ
た
教
室
を
ご
案
内
し
ま
す
。

（
運
動
機
能
向
上
）

　

寝
た
き
り
の
原
因
と
も
な
る
転
倒
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
足
腰
の
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
が

効
果
的
で
す
。
楽
し
く
無
理
な
く
体
を
動
か

し
て
、
体
力
・
筋
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！　

　　
　
　

（
認
知
症
予
防
）

　

認
知
症
に
な
る
と
、
理
解
・
判
断
能
力
が

低
下
し
て
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
が
大
切
で

す
。
教
室
で
は
頭
や
体
を
使
う
楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
自
然
に
脳
を
活
性
化
し
ま
す
。

（
栄
養
改
善
）

　

高
齢
期
は
食
欲
が
落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
事
は
元
気
の
源
！
食
事
量
が
少
な
く
て
も
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
病
気
を
考
慮
し

な
が
ら
、栄
養
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

（
お
口
の
健
康
）

　

食
事
を
お
い
し
く
食
べ
、
肺
炎
を
予
防
す

る
た
め
に
も
、
お
口
の
健
康
は
大
切
！
歯
科

医
師
や
歯
科
衛
生
士
が
歯
や
入
れ
歯
の
状
態

を
確
認
し
、
噛
む
力
、
飲
み
込
む
機
能
を
向

上
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　

※
介
護
予
防
教
室
の
日
時
や
場
所
な
ど
の
詳

細
は
、
対
象
者
へ
個
別
に
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
高
齢
者
福
祉
課　

地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
７
０
７
３
・

２４

　
　

‐
９
０
７
３
）

ＦＡＸ
２２
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要介護認定者数の推移（福知山市） 

平成19年3月末 平成21年3月末 平成23年3月末 

316人 

452人 

593人 

664人 

793人 

361人 
267人 

350人 

528人 

713人 

798人 

659人 

529人 

242人 

457人 
3,446人 

3,819人 3,819人 
4,103人 

513人 

736人 

849人 

740人 

571人 

237人 

要介護5が 
もっとも介 
護を必要と 
する状態 

　

細
菌
を「
つ
け
な
い
、増
や
さ
な
い
、

や
っ
つ
け
る
」の
三
原
則
を
守
っ
て
、家

庭
で
で
き
る
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
買
い
物
…
よ
り
新
鮮
な
も
の
を
早
く

●
新
鮮
な
食
品
を
選
び
、
品
質
や
期
限
表
示
を

　

確
認
。

●
生
鮮
食
品
、冷
蔵
食
品
な
ど
は
早
く
持
ち
帰
る
。

②
保
存
…
冷
蔵
庫
の
過
信
は
食
中
毒
の
も
と

●
冷
蔵
・
冷
凍
食
品
は
食
品
ご
と
に
適
温
で
。

●
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
。

●
長
期
保
存
は
せ
ず
、
早
め
に
使
い
き
る
。

　
（
菌
は
冷
蔵
庫
で
は
死
滅
し
な
い
）

③
調
理
前
…
二
次
汚
染
の
予
防

●
ま
な
板
な
ど
調
理
器
具
・
台
所
回
り
を
清
潔
に
。

　
（
ま
な
板
は
包
丁
の
き
ず
目
に
菌
が
た
ま
り

や
す
い
）

　
（
包
丁
は
柄
の
部
分
、刃
の
付
け
根
も
洗
う
）

●
食
材
は
洗
え
る
も
の
は
す
べ
て
流
水
で
よ
く

洗
う
。

④
調
理
…
加
熱
処
理
が
も
っ
と
も
有
効

●
火
を
通
す
料
理
は
全
体
に
、
十
分
加
熱
す
る
。

⑤
食
事
…
つ
く
っ
た
ら
す
ぐ
食
べ
る

●
手
洗
い
は
ま
め
に
。

●
清
潔
な
器
具
・
食
器
で
。

●
調
理
後
は
早
く
食
べ
る
。

　
（
加
熱
し
た
食
品
は
熱
い
う
ち
に
、
冷
や
し
て

食
べ
る
も
の
は
、
冷
た
い
う
ち
に
）

⑥
食
後
…
次
の
食
事
の
た
め
に

●
調
理
器
具
や
台
所
回
り
、
食
器
は
、
で
き
る

　

だ
け
時
間
を
お
か
ず
に
洗
う
。

●
残
っ
た
料
理
は
、
小
分
け
し
て
冷
蔵
・
冷
凍

　

保
存

●
時
間
が
経
ち
す
ぎ
た
も
の
は
食
べ
な
い

　
（
古
い
食
材
、
料
理
は
あ
き
ら
め
も
肝
心
。
食

中
毒
に
か
か
っ
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。）

食
中
毒
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
健
康
危
機
管
理
対
策
会
議
（
健
康
推
進
室
内

　

℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

２３

ＦＡＸ
２３

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

証
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

証
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
更
新
の
お
知
ら
せ

額
認
定
証
の
更
新
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
証（
以
下「
保
険
証
」）と
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
以
下

「
限
度
額
認
定
証
」）が
平
成　

年
８

２３

月
１
日
を
も
っ
て
更
新
に
な
り
ま
す
。

【
保
険
証
に
つ
い
て
】

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
末
ま
で

に
被
保
険
者
の
人
に
送
付
し
ま
す
。

【
限
度
額
認
定
証
に
つ
い
て
】

　

今
現
在
、
限
度
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
人
で
、
８
月
以
降
も
お
持
ち
い

た
だ
け
る
人
に
送
付
し
ま
す
。
現
在

お
手
持
ち
の
保
険
証
、
限
度
額
認
定

証
は
、
平
成　

年
８
月
１
日
以
後
使

２３

え
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
で
処
分
し

て
い
た
だ
く
か
、
高
齢
者
福
祉
課
へ

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
、
限
度
額
認
定
証

の
有
効
期
限
は
、
平
成　

年
７
月　

２４

３１

日
で
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、

有
効
期
限
の
短
い
保
険
証
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

平
成　

年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

２３

保
険
料
の
決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す

　

平
成　

年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

２３

保
険
料
の
決
定
に
あ
わ
せ
、
７
月
上

旬
に
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
決
定

額
を
通
知
し
ま
す
。
通
知
書
が
届
き

ま
し
た
ら
、
内
容
の
確
認
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の

口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

　

現
在
、
年
金
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
お
支
払
い
（
特
別
徴
収
）

の
人
で
、
年
金
か
ら
の
支
払
い
で
は

な
く
、
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
に

変
更
を
ご
希
望
さ
れ
る
人
は
、
金
融

機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ

た
の
ち
、
高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
で
、
保
険
料
納
付
方
法
選
択
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
口
座
振
替
納
入
届
出
書
の
本
人
様

　

控
え

②
認
印

③
被
保
険
者
証

※
平
成　

年
７
月
末
日
ま
で
に
手
続

２３

き
を
さ
れ
た
場
合
は
、　

月
分
か
ら
年

１０

金
で
の
お
支
払
い
を
中
止
し
、９
月
か

ら
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
と
な
り
ま

す
。（
支
払
総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。）

※
８
月
以
降
に
手
続
き
を
さ
れ
た
場

合
は
、　

月
分
以
降
の
年
金
で
の
お

１２

支
払
い
を
中
止
し
、
口
座
振
替
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
以
前
に
こ
の
手
続
き
を
さ

れ
た
人
は
、
再
度
手
続
き
し
て
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

FAX
２３

■
三
和
支
所
窓
口
相
談
係
（
℡　

‐
５８

３
０
０
２
・　
　

‐
３
０
１
３
）

FAX
５８

■
大
江
支
所
窓
口
相
談
係
（
℡　

‐
５６

１
１
０
３
・　
　

‐
２
０
１
８
）

FAX
５６

■
夜
久
野
支
所
窓
口
相
談
係
（
℡　
３７

‐
１
１
０
６
・　
　

‐
１
３
３
２
）

FAX
３７

送迎対象地域（最寄の公民館等に
送迎します）
中央保健福祉センターエリアで
は実施しませんので、ご了承くだ
さい。

子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

肺
が
ん
／

結
核
検
診

大
腸
が
ん
検
診

胃
部
Ａ
Ｂ
Ｃ（
血
液
）検
診

胃
部（
Ｘ
線
）検
診

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

後
期
高
齢
者
健
診

特　

定　

健　

診

会　　　場実　施　日

○○○○○○中央保健福祉センター（北本町二区）午前９月２５日（日）①
○○○○○○○中央保健福祉センター（北本町二区）午後９月２６日（月）②

河西・河東（千原を除く）・河守上・河守（上野・波美除く）・北陵○○○○○○○北部保健福祉センター（大江町中央）午前９月２７日（火）③
上六人部・中六人部・下六人部地域○○○○○○六人部地域公民館（多保市）午前９月２８日（水）④
河西・河東（千原を除く）・河守上・河守（上野・波美除く）○○○○○○○北部保健福祉センター（大江町中央）午後９月２８日（水）⑤

○○○○○○○成和地域公民館（拝師）午後９月２９日（木）⑥

実施日・会場・内容
９月の集団健診のお知らせ　申し込み制 特定健診・後期高齢者健診・生活習慣病予防

健診・各がん検診などを実施します。

＊健診日の１カ月前までにお申し
込みください。申し込まれた人に
は、後日　問診票・注意事項など
をお送りします。
送迎についてのご相談、お問い合
わせは、各保健福祉センターまで
ご連絡ください。

５００円４０歳（Ｓ４７．３．３１生以前）以上で福知山市国民健康保険加入者特定健診
無料市から後期高齢者医療保険者証の交付を受けている人後期高齢者健診
１，０００円３０歳～３９歳（S４７.４.１～ S５７.３.３１生）生活習慣病予防健診
５００円４０歳以上 (S４７.３.３１生以前 )胃部検診（Ｘ線検査）
５００円今年度４０・４５・５０・５５・６０・６５歳 (H２４.３.３１現在）胃部ＡＢＣ検診（血液検査）
無料(たんの検査は５００円）４０歳以上 (S４７.３.３１生以前 )肺がん検診
無料６５歳以上 (S２２.３.３１生以前 )結核検診
１００円４０歳以上 (S４７.３.３１生以前 )大腸がん検診
２００円５０歳以上の男性 (S３７.３.３１生以前 )前立腺がん検診
７００円４０歳以上の女性 (S４７.３.３１生以前 )乳がん検診
７００円２０歳以上の女性（H４.３.３１生以前 )子宮がん検診

対
象
年
齢
・
費
用

＊７０歳以上の人は無料です。
＊６９歳以下で市民税非課税世帯・生活保護世帯の人は無料制度がありますので、事前に各保健福祉センターまでお問い合わせください。
＊６５～６９歳で、後期高齢者医療に加入している人は、後期高齢者健診が無料になります。必ず被保険者証をお持ちください。（がん検診は除く）
お申し込み・お問い合わせ先　■中央保健福祉センター（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８）…①②⑥　■東部保健福祉センター（℡５８‐２０９０・ＦＡＸ５８‐３０１３）…④
　　　　　　　　　　　　　　■北部保健福祉センター（℡５６‐２６２０・ＦＡＸ５６‐２０１８）…③⑤

　

今
回
は
、「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム（
運
動
不
足
や
加
齢
が
原

因
で
運
動
機
能
が
衰
え
、寝
た
き
り

な
ど
介
護
が
必
要
に
な
り
や
す
い

状
態
の
こ
と
）」
を
テ
ー
マ
に
し
、

予
防
の
話
や
体
操
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
／
７
月　

日（
火
）

２６

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

（
受
付
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分
）

３０

と
こ
ろ
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
北
本
町
二
区
）

内
容
／
医
師
の
講
演

　

テ
ー
マ
：「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

　
　
　
　
　

ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
」

講　

師
／
福
知
山
医
師
会

　
 
井  
土 　
 
昇 
さ
ん
（
医
師
）

い 
づ
ち 

の
ぼ
る

参
加
費
／
無
料　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。当
日
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。た

だ
し
、保
育
ル
ー
ム
を
ご
利
用
の
場

合
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
用
意
し
て
お
り
ま
す

が
限
り
が
あ
り
ま
す
。で
き
る
だ
け

乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
℡　
２３

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

ＦＡＸ
２３

医
師
の
健
康
教
室 

開
催
の
お
知
ら
せ 
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「
国
民
年
金
受
給
権
者
所
得
状
況
届
（
は

が
き
）」
は
提
出
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

７
月
中
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
・
提
出
先
／
住
民
登
録
地
の
市
町
村

の
国
民
年
金
係
窓
口

■
市
民
課
国
民
年
金
係
（
℡　

‐
７
０
５
７
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
に

よ
り
医
療
費
の
自
己
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※ 
現
在
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
利
用
さ

れ
て
い
る
人
は
申
請
不
要
で
す
。

 
母　

母
子
家
庭
児
童
と
そ
の
母
な
ど　
　
 

対
象
／

▼
母
子
家
庭
の
母
な
ど
が
扶
養
す
る
満　

歳
18

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　

日
ま
で

31

国保ひと口メモ
●国保 (国民健康保険 )に
　加入するとき・国保をやめるとき
　国保に加入したり、国保をやめたりするとき
には１４日以内に届出が必要です。国保は、職
場の健康保険や後期高齢者医療制度などに
加入している人や、生活保護を受けている人
を除くすべての人が加入します。
●国保に加入するとき
　（国保の資格を得る日）
・他の市区町村から転入してきたとき
　（転入してきた日）
・職場の健康保険をやめたとき
　（退職日の翌日）
・子どもが生まれたとき（生まれた日）
・生活保護を受けなくなったとき
　（受けなくなった日）
●国保をやめるとき
　（国保の資格を失う日）
・他の市区町村に転出したとき（転出した日）
・職場の健康保険などへ加入したとき
　（加入日の翌日）
・死亡したとき（死亡した日の翌日）
・生活保護を受け始めたとき（受け始めた日）
■保険課国保料係

（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）

まちかど 
ウオッチング 

　　　　　夏至にちなんでスローな時間を楽しむ全国一斉のイ
ベント「１００万人のキャンドルナイト」が市内でも行われました。
　アオイ通り三丁目では、竹を切って作ったランタンを、広小路
通りでは、みどり保育園園児や 清  水  流 絵手

し みず りゅう

紙をされている皆さんが書いた絵を 行  灯 に
あん どん

し、通りかかった子どもたちが珍しそうに
灯った行灯の中をのぞいていました。

　夏を思わせる暑さの
なか、優しい風が吹いた
ような夜の２時間でした。
【お知らせ】７月２３日（土）
にも福知山城公園を中
心にキャンドルナイトが開催されます。（１５
㌻参照）

「広報ふくちやま」にあなたが写ってい
たら、写真（L判）を１枚差し上げます。
■市長公室広報係（℡２４‐７０００）

の
児
童
と
そ
の
母
な
ど
（
両
親
の
い
な
い
児

童
を
祖
父
母
な
ど
が
養
育
し
て
い
る
場
合
、

対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

申
請
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、健
康
保
険
証
、

母
子
家
庭
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
１
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

 
老　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人 　
　
　
　

６５

７０

対
象
／

▼
一
人
暮
ら
し
の
人

▼
自
宅
で
半
年
以
上
寝
た
き
り
の
人

▼
世
帯
全
員
が　

歳
以
上
の
人
（　

歳
未
満

60

60

の
世
帯
員
が
お
ら
れ
て
も
、
そ
の
人
が　

歳
18

未
満
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、

療
育
手
帳
A
・
B
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
〜
３
級
を
お
持
ち
な
ら
可
）

▼
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、健
康
保
険
証
な
ど

※　

歳
を
迎
え
た
人
は
、
誕
生
月
か
ら
適
用

65に
な
り
ま
す
の
で
、
誕
生
月
初
日
か
ら
申

請
で
き
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

 
障　

身
体
障
害
者（
児
）・
知
的
障
害
者（
児
）・

精
神
障
害
者　

対
象
／

▼　

歳
未
満
の
人

75
▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級
の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
〜
３
級

の
人

申
請
に
必
要
な
も
の
／

　

印
鑑
、健
康
保
険
証
、身
体
障
害
者
手
帳
、療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

※　

歳
以
上　

歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

65

75

１
級
〜
３
級
、４
級
の
一
部
、療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、２
級

の
人
は
、健
康
保
険
の
選
択
に
よ
り
、福
祉

医
療（
障
害
）ま
た
は
重
度
心
身
障
害
老
人

健
康
管
理
事
業
の
ど
ち
ら
か
の
該
当
と
な

り
ま
す
。

■
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
℡　

‐
７
０
１
７
・　
　

‐
９
０
７
３
）

２４

ＦＡＸ
２２

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請

に
よ
り
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
助
成
し
ま

す
。

※ 
申
請
日
の
翌
月
か
ら
適
用
し
ま
す
。

※ 
世
帯
の
所
得
お
よ
び
本
人
の
市
町
村
民

税
課
税
状
況
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
／

　

歳
以
上
の
場
合

７５▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級
の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
〜
３
級

の
人

　

歳
以
上　

歳
未
満
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

６５

７５

度
に
加
入
の
場
合

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
、
４
級
の

一
部
の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
の
人

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級

の
人

申
請
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
（　

歳
以
上
の
人
）、
身
体

７５

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療
係

（
℡　

‐
７
０
１
８
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

重重
度度
心心
身身
障障
害害
老老
人人
健健
康康
管管
理理
事事
業業

医医
療療
費費
のの
自自
己己
負負
担担
のの
軽軽
減減
にに
つつ
いい
てて

障障
害害
基基
礎礎
年年
金金
受受
給給
者者
のの

みみ
なな
ささ
んん
へへ

���
�

6 22日 
（水） 

広
報
ふ
く
ち
や
ま
６
月　

日
号
７
㌻
に
掲
載
し
ま
し
た「
ま
ち
か
ど
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。　　

正　

�
橋
征
夫
先
生（
ふ
り
が
な
）た
か
は
し
ゆ
く
お

１５

大
変
失
礼
し
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。　

■
市
長
公
室
広
報
係（
℡　

‐
７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
）　　
     
誤　

�
橋
征
夫
先
生（
ふ
り
が
な
）た
か
は
し
ま
さ
お

２４

ＦＡＸ
２３

お
詫
び
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（
社
）福
知
山
医
師
会
と
市
教
育
委
員
会

で
は
、
小
児
気
管
ぜ
ん
そ
く
や
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
が
あ
る
児
童
と
、
そ
の
兄
弟
姉

妹
を
対
象
に
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
き
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
初
日
の
保
護
者
の
参
加
も

歓
迎
し
ま
す
。

と
き
／
７
月　

日（
土
）午
後
１
時
出
発
〜

３０

７
月　

日（
日
）午
後
５
時
帰
着
予
定

３１

集
合
場
所
／
市
役
所
前
（
内
記
三
丁
目
）

と
こ
ろ
／
大
呂
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

（
大
呂
）

内
容
／
テ
ン
ト
設
営
、
ぜ
ん
そ
く
体
操
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
、
魚
つ
か
み
、
ク
ラ
フ
ト
作
製
な
ど

参
加
費
／
３
０
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
福
知
山
医
師

会（
℡　

‐
６
０
３
９
・　
　

‐
８
４
５
４
） 

２３

ＦＡＸ
２３

　
　

世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
人
権

２１
教
育
の
基
礎
と
な
る
心
豊
か
な
感
性
を
は

ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
に
対
し

て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体
／
事
務
所
・
活
動
拠
点
が
市
内

で
、
規
約
・
活
動
体
制
の
整
っ
て
い
る
子

ど
も
会
、
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

助
成
対
象
事
業
／

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
に
実
施
の
次

２３

の
活
動

（
１
）人
権
教
育
に
関
す
る
講
演
会
、研
修
会

（
２
）人
権
教
育
に
関
す
る
啓
発
資
料
の
作
成

（
３
）人
権
教
育
に
関
す
る
先
進
地
と
の
交
流

お
よ
び
視
察

（
４
）人
権
教
育
に
関
す
る
福
祉
施
設
で
の
交

流
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
５
）人
権
教
育
に
関
す
る
劇
の
創
作
と
発
表

（
６
）人
権
教
育
に
関
す
る
施
設
で
の
学
習
会

 

（
７
）人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
外
国
籍
市

民
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
と
の
交
流

お
よ
び
学
習

補
助
額
／
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で

　

万
円
を
限
度
（
１
団
体
あ
た
り
１
活
動

１０の
み
）

申
請
期
限
／
８
月　

日（
水
）

３１

■
申
請
・
問
合
わ
せ
先
／
生
涯
学
習
課
人

権
教
育
係
（
℡　

‐
７
０
６
５
・　
　

‐
４

２４

ＦＡＸ
２４

８
８
０
）

人
権
と
平
和
に
関
す
る
標
語
募
集

募
集
作
品
内
容
／
人
権
と
平
和
に
関
す

る
も
の

規
格
／
応
募
様
式
は
自
由
。
作
品
に
は
住

所
・
名
前
の
ほ
か
、
生
徒
・
児
童
の
場
合

は
学
校
名
・
学
年
・
組
、
保
護
者
の
場
合

は
、
保
護
者
名
を
明
記
の
う
え
、
学
校
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
標
語　

１
人
３
点
以
内

※
作
品
の
一
部
は
、
啓
発
教
材
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
期
限
／
９
月　

日（
金
）ま
で

１６

平
成　

年
度
応
募
作
品
紹
介
／

２２

　

・
い
じ
め
は
ね　

自
分
の
心
も

　
　
　

き
ず
つ
く
よ

　

・
ゆ
ず
り
あ
う　

一
つ
の
席
で

　
　
　

二
つ
の
笑
顔

　

・
世
界
中　

き
ず
な
を
深
め

　
　
　

輪
を
作
ろ
う

■
応
募
・
問
合
わ
せ
先
／
〒
６
２
０
‐
８

５
０
１　

福
知
山
市
字
内
記　

番
地
の
１

１３

福
知
山
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
℡

　

‐
７
０
６
５
・　
　

‐
４
８
８
０
）

２４

ＦＡＸ
２４

　避難支援を希望された
　　「登録者」のみなさんへ
『福知山市地域ささえあいネットワーク
事業』では、災害時要配慮者で台帳登録
および台帳開示に関する同意を得られた
人に自治会ごとに個別避難支援計画作成
を進めています。
　個別避難支援計画は対象者および地域
に沿った計画が必要です。本市より依頼
をした自治会長および地域の役員様が対
象者宅に訪問し、制度の詳細説明をおこ
ない、聞き取り調査に基づき地域実情に
応じた個別避難支援計画を作成します。
　地域の自治会長はじめ役員のみなさま
から連絡があれば、災害時の避難がス
ムーズにいくように、受けたい支援の内
容や避難経路などについて相談し、一緒
に『個別避難支援計画書』を作成してく
ださい。
　ご協力をお願いします。
■子育て支援課企画管理係

（℡２４-７０８８・ＦＡＸ２４-９０７３）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
プ
ラ
ン
実
践
活

動
補
助
金
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

第　

回
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

２６
〜
ぜ
ん
そ
く
な
ん
か
吹
き
飛
ば
せ
〜

人権シリーズ ～地区公民館巡回人権教育講座が始まります～

　地区公民館巡回人権教育講座では、地区
公民館が中心となって、自治会単位で、同
和問題、女性、子ども、高齢者、障害のあ
る人、外国籍の人に対する差別や人権侵害
など、さまざまな人権問題を自らの課題と
してとらえ、差別のない社会をつくること
の大切さについて学習を深めています。
　学習の方法は、各公民館によってさまざ
まですが、おもに、ビデオ鑑賞が学習の中
心で、人権問題の理解を深める第一歩とな
ります。
　お住まいの自治会で開催される場合は、
ぜひご参加ください。

クリームパン
　２０１０年制作
　東映株式会社
　作品時間３６分
テーマ：命の尊さ、児童虐待、
　　　　人の絆

人権のヒント地域編
　２０１０年制作
　東映株式会社
　作品時間２５分
テーマ：女性、障害のある人の人権、
　　　　同和問題など

これらのビデオは、市のライブラリで貸出しをしています。このほかに
も、子どものみなさんが楽しめるようなビデオもあります。詳しくは 
生涯学習課（℡２４-７０６５・FAX２４-４８８０）までお問い合わせください。

広
報
ふ
く
ち
や
ま
６
月　

日
号
３
㌻
に
掲
載
し
ま
し
た
「
学
生
を
支
援
し
ま
す　

入
学
一
時
金
支
給
事
業
」
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正　

平
成　

年
度
入
学
生
対
象

１５

２３

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。　

■
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係
（
℡　

‐
７
０
４
０
・　
　

‐
４
８
８
０
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
       
誤　

平
成　

年
度
入
学
生
対
象

２４

ＦＡＸ
２４

２２

お
詫
び
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第　

回
全
町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

４４
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

と
き
／
７
月　

日（
日
）・

３１

　
　
　

８
月
７
日（
日
）

※
予
備
日　

８
月　

日（
日
）

２１

と
こ
ろ
／
由
良
川
猪
崎
河
川
敷
運
動

広
場
（
猪
崎
）

参
加
資
格
／
市
内
の
一
般
社
会
人
・
大

学
生
・
高
校
生

チ
ー
ム
構
成

●
チ
ー
ム
名
は
、自
治
会
名
ま
た
は
小

学
校
区
名
を
使
用

●
１
チ
ー
ム　

人
以
内

１７

●
高
校
生
・
大
学
生
は
、
常
時
３
人
以

内
の
出
場
と
し
、赤
リ
ボ
ン
を
付
け
る
。

●
二
重
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
料
／
５
０
０
０
円

申
込
方
法
／
７
月　

日（
祝
・
月
）ま
で

１８

に
所
定
の
申
込
書
を（
財
）福
知
山
市

体
育
協
会（
市
民
体
育
館
内　

℡　

‐
２２

３
５
５
７
・　
　

‐
４
６
５
７
）
ま
た

ＦＡＸ
２２

は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
福
知
山
市
公

設
地
方
卸
売
市
場
管
理
棟
内　

℡　
２４

‐
７
０
６
９
・　
　

‐
２
８
５
８（
土
・

ＦＡＸ
２４

日
を
除
く
））
ま
で
。

※
実
施
要
項
と
申
込
書
は
、右
記
の
ほ

か
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
（
猪
崎
）、

長
田
野
公
園
体
育
館
（
長
田
野
町
）、

市
役
所
、
各
支
所
に
も
あ
り
ま
す
。

開
会
式
・
抽
選
会

と
き
／
７
月　

日（
金
）午
後
７
時
〜

２２

と
こ
ろ
／
武
道
館
会
議
室
（
猪
崎
）

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
社
会
体
育
係（
℡

　

‐
７
０
６
９
・　
　

‐
２
８
５
８
） 

２４

ＦＡＸ
２４

都
市
緑
化
植
物
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
食
虫
植
物
展
」

と
き
／
７
月　

日（
土
）〜

１６

　
　
　

８
月　

日（
火
）

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
、
猪
崎
）

展
示
内
容
／
ハ
エ
ト
リ

ソ
ウ
や
ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ

な
ど
の
食
虫
植
物
を
補

虫
の
仕
方
の
パ
ネ
ル
と

と
も
に
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
／
お
と
な
３
１

０
円
、
４
歳
〜
中
学
生
１
５
０
円
（
税

込
み
）　

「
親
子
で
楽
し
む
食
虫
植
物
」講
習
会

と
き
／
７
月　

日（
日
）

２４

　
　
　

①
午
前　

時
〜

１０

　
　
　

②
午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
、
猪
崎
）

受
講
料
／
５
０
０
円
（
教
材
費
を
含

む
）
※
別
途
入
場
料
が
必
要
で
す
。

定
員
／
各　

組
（
２
人
１
組
）

１０

内
容
／
食
虫
植
物
に
関
す
る
ビ
デ
オ

鑑
賞
後
、虫
を
捕
ら
え
る
仕
組
み
や
育

て
方
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
ま
た
、

ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
な
ど
の
補
虫
袋
を
切

り
開
き
、ど
の
よ
う
な
虫
が
捕
ら
え
ら

れ
て
い
る
か
観
察
し
、ハ
エ
ト
リ
ソ
ウ

を
植
替
え
後
持
ち
帰
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
７
月　

日（
月
）か
ら
電

１１

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
都
市
緑
化
植

物
園
ま
で
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
都
市
緑
化

植
物
園
（
℡　

‐
６
６
１
７
・　
　

‐

２２

ＦＡＸ
２２

６
６
２
９
）

図
書
館
中
央
館
で
は
、昨
年
度
ま
で
夏
休
み
期
間
中（
７
月　

日
〜
８
月　

日
）開
館
時
間
を
拡
大
し
て
お
り
ま
し
た
が
、本
年
度
か
ら
、通
常
通
り
の
時
間
帯
で
開
館
し
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協

２１

３１

力
を
お
願
い
し
ま
す
。開
館
時
間
／
火
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
８
時
、土
曜
日
・
日
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
６
時　

■
図
書
館
中
央
館（
℡　

‐
３
２
２
５
・　
　

‐
７
１
１
８
）

１０

１０

２２

ＦＡＸ
２２

図
書
館
の
夏
季
開
館

時
間
に
つ
い
て

１１／２３（水・祝） エリック・ワイナイナさん 

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
 

ランナー募集！ 

参
加
資
格

▼
登
録
の
部
／
平
成　

年
度
日
本
陸
上
競
技
連
盟
登
録
者（
中
・
高

２３

校
生
は
除
く
）

▼
一
般
の
部
／　

歳
以
上
の
男
女
（
高
校
生
を
除
く
）　

１８

▼
視
覚
障
害
者
の
部
／　

歳
以
上
の
男
女
（
高
校
生
を
除
く
）　

１８

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
区
分
は
、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
規
則
に

　

準
じ
る
。

▼
フ
ァ
ン
ラ
ン

　

２
㌔　
　
　

小
学
１
・
２
年
生　
　
　

３
㌔
小
学
３
年
生
以
上

　

３
㌔（
ペ
ア
）小
学
生
以
上
の
ペ
ア　
　
　

㌔
高
校
生
以
上

１０

募
集
定
員
（
先
着
順
）　

▼
マ
ラ
ソ
ン
／
１
万
人

▼
フ
ァ
ン
ラ
ン

　

２
㌔
・
３
㌔
／
個
人
５
０
０
人
、
ペ
ア
１
０
０
組

　
　

㌔
／
１
０
０
０
人

１０
参
加
料

▼
マ
ラ
ソ
ン
／
６
０
０
０
円

　

チ
ー
ム
エ
ン
ト
リ
ー
／
５
５
０
０
０
円
（　

人
単
位
で
申
し
込

１０

　

ん
で
く
だ
さ
い
）

▼
フ
ァ
ン
ラ
ン

　

２
・
３
㌔
／
個
人
１
０
０
０
円
、
ペ
ア
１
５
０
０
円

　

㌔
／
２
５
０
０
円

１０
申
込
方
法
（
次
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
でh

ttp
://ru

n
n
et.jp

ま
で
。

②
専
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
局
で
申
し
込
み
。

③
指
定
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
で
申
し
込
み
。

申
込
期
間

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
９
月　

日（
木
）ま
で

１５

▼
郵
便
振
替
／
８
月　

日（
水
）ま
で
、
消
印
有
効

３１

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
、
マ
ラ
ソ
ン
完
走
者
に
は
完
走
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

　

贈
り
ま
す
。

※
マ
ラ
ソ
ン
出
場
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

マ
ラ
ソ
ン
に
ご
招
待
し
ま
す
。

申
込
用
紙
配
布
場
所
／
市
役
所
・
各
支
所
・
市
民
体
育
館
・
三
段
池

公
園
総
合
体
育
館
・
武
道
館
・
長
田
野
公
園
体
育
館
・
温
水
プ
ー
ル
・

各
地
域
公
民
館

■
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局（
℡　

‐
３
０
３
１
・

２４

　
　

‐
２
８
５
８
）　e

‐m
ail:in

fo@
f

‐m
arath

on
.g
r.jp

ＦＡＸ
２４

　現在、三段池公園おおはらっぱ広場にて、マラソン
完走を目指してマラソントライ教室を開催中です。
ぜひご参加ください。
●マラソントライ教室開催日
　とき／毎週月曜日　午後６時３０分～
　ところ／三段池公園大はらっぱ広場（猪崎）

マラソンにトライ

「みわ 鮎 まつり」を開催！　
あゆ

とき／７月３１日（日）午前１０時～午後３時頃
ところ／新橋サンダル公園下　新橋川原特設会場（芦渕）
環境美化協力金／２００円　※小学入学前の幼児は無料。
鮎つかみ取り参加料／１回１０００円
鮎つかみ取り時間／午前１０時３０分～
　　　　　　　　　午後１時～　計２回
鮎つかみ取り対象／小学生以上
その他／ゲーム・もちつき大会・スマイル
パフォーマーＱちゃんによるバルーンアー
トショーの開催、各種売店もあります。
※雨天や増水などにより中止する場合があります。
■みわ鮎まつり実行委員会（℡５８-３００３）

ハエトリソウ

「読書感想文書き方講座」
～チャレンジ！ザ・読書感想文～親子での参加もＯＫ！
とき・対象／８月２５日（木）
　　　　　①小学１・２年生の部　午前１０時～正午
　　　　　②小学３・４年生の部　午後１時３０分～３時３０分
　　　　　※各回１５人程度（先着順）
ところ／図書館中央館　情報センター（内記三丁目）
講師／成美大学　準教授　 竹  内 　 淳 さん

たけ うち あつし

申込方法／電話・ファクスまたは直接図書館中央館
　　　　　　　　　　　　　　（℡２２-３２２５・ＦＡＸ２２-７１１８）まで
　　　　　※参加料無料、親子での参加も可

参加無
料
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消
防
本
部
･
消
防
署
・
東
分
署
･
北
分
署
で

は
、
常
時
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
ほ
か
、
次
の

日
程
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

▼
三
和
支
所　

７
月　

日
（
月
）

１１

▼
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　

７
月　

日（
火
）

１９

▼
大
江
町
総
合
会
館　

７
月　

日
（
月
）

２５

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

※
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
、
取
り
付
け
に
お
困

り
の
時
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
「
取
り
付

け
お
助
け
隊
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
火
災
警
報
器
な
ど
の
斡
旋
･
販
売
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
）

２３

ＦＡＸ
２２

土土土土土土土土土土土
木木木木木木木木木木木
課課課課課課課課課課課
かかかかかかかかかかか
ららららららららららら
ののののののののののの
おおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいい

▼
道
路
の
通
行
の
安
全
の
た
め
、
ご
家
庭
の
樹

木
な
ど
の
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

草
木
が
繁
茂
し
、
家
庭
の
植
木
・
植
え
込
み

な
ど
が
大
き
く
枝
や
葉
を
張
り
出
す
季
節
で
す
。

　

道
路
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
張
り
出
し
た
枝
や

葉
、
植
木
鉢
な
ど
は
通
行
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
や
自
転
車
、
自
動
車

の
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
剪
定
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
道
の
維
持
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
道
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
危
険
箇
所
に
つ

い
て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
把
握
し
、

順
次
修
繕
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
に
お
い
て
、市
道
の
舗
装
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
損
傷
、落
書
き
な
ど
、お
気
づ
き
に
な

ら
れ
ま
し
た
ら
土
木
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
土
木
課
（
℡　

‐
７
０
５
４
ま
た
は　

‐
７
０

２４

２４

５
９
・　
　

‐
６
５
３
７
・
メ
ー
ル　doboku@

ＦＡＸ
２３

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）

　

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
登
記
名
義
人
の
皆
さ
ん
に
送
付
し

て
い
ま
す
。
登
記
名
義
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

る
場
合
は
、
相
続
人
に
相
続
代
表
者
届
出
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
一
定
の
期
間
代
表
者
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
相
続
登
記
（
亡
く
な
っ
た
人
が
、
所

有
し
て
い
た
土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
の
登
記

名
義
を
相
続
人
に
変
更
す
る
手
続

き
）
に
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
月

日
が
経
つ
と
さ
ら
に
新
た
な
相
続
が

発
生
し
て
相
続
人
が
増
え
、
手
続
き

が
複
雑
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

土
地
・
家
屋
な
ど
不
動
産
を
相
続

し
て
も
、
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
公

的
に
証
明
す
る
に
は
、
相
続
登
記
を

行
い
、
登
記
名
義
を
相
続
人
の
名
義

に
変
更
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
登
記
の
手
続
き
に
つ
い
て
は

司
法
書
士
に
依
頼
さ
れ
る
か
、
法
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
相
続
登
記
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
亡
く
な
っ
た
人
の
出
生
当
時
か
ら

死
亡
ま
で
の
全
て
の
戸
籍
謄
本（
戸

籍
、除
籍
、原
戸
籍
等
お
よ
び
住
民

票
除
票
ま
た
は
戸
籍
の
附
票
）

②
相
続
人
全
員
の
戸
籍
抄
本
ま
た
は

謄
本

③
相
続
を
す
る
人
の
住
民
票
抄
本
ま

た
は
戸
籍
の
附
票

④
固
定
資
産
評
価
証
明
書（
申
請
時
年
度
分
）

⑤
登
記
申
請
書

⑥
法
定
相
続
に
よ
ら
な
い
場
合

　
（
遺
産
分
割
協
議
書
、特
別
受
益
証
明
書
な
ど

※
印
鑑
証
明
書
付
）、
遺
言
書
（
あ
る
場
合
）

⑦
登
録
免
許
税
（
収
入
印
紙
に
て
納
付
）

※
①
〜
⑦
以
外
の
書
面
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

書
類
の
提
出
先
は
、
そ
の
土
地
・
建
物
を
管

轄
す
る
法
務
局
で
す
。

■
税
務
課
資
産
税
係
（
℡　

‐
７
０
２
５
・　
　

２４

ＦＡＸ
２３

‐
６
５
３
７
）

■
京
都
地
方
法
務
局
福
知
山
支
局
（
℡　

‐
３

２２

０
４
３
）

　

７
月　

日
で
今
ま
で
の
地
上
ア
ナ
ロ

２４

グ
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た

め
に
は
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
ま
た
は

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
な
ど
が
必
要
で
す

の
で
、
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
全
般
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
５
７
０
‐　

‐
０
１
０
１
）

０７

■
デ
ジ
サ
ポ
京
都

（
℡
０
７
５
‐
３
３
０
‐
３
０
３
０
）

※
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
悪
質

商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な

い
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世

帯
」
お
よ
び
「
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
」
に
対
す
る
支
援
と
し
て
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
期
限
／
７
月　

日
（
日
）
ま
で

２４

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
省
地

デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

の
場
合

（
℡
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０
）

●
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合

　
（
℡
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４
）

広
報
ふ
く
ち
や
ま
６
月　

日
号
で
８
㌻
に
掲
載
し
ま
し
た
「
７
月
相
談
あ
ん
な
い
」
に
つ
い
て
、「
建
築
無
料

１５

相
談
」
の
時
間
を
変
更
い
た
し
ま
す
。
■
建
築
課
（
℡　

‐
７
０
５
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

建
築
無
料
相
談

時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

変
更
前　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

変
更
後　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

ま
も
な
く
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
が
終
了
し
ま
す
。

準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

平成２２年度定期監査結果（要旨）
　平成２２年度の定期監査は、市の事務事業が「計画的かつ効率的に
進められているか」「法令や条例などに従い適正に行われているか」
「契約の締結および補助金の管理が適切に行われているか」「昨年
の指摘事項が改善されているか」などの観点から実施しました。
　その結果、おおむね適正に執行されているものと認めましたが、
次の事項などについて、さらに改善に努めるよう措置を求めました。
　○決裁文書などにおいて、文書取扱規程や公文書例に準拠してい

ないものがありました。
　○契約にかかる起案で、適用法令などが理解されていないと思わ
れるものが見受けられました。

　○歳入において、収入金の取り扱いや出納簿の記載などで残高や
集計が未記載のものがありました。

　○財政援助団体などへの補助金の交付事務で、申請内容の審査
が十分に行われていないと思われるものがありました。

　このほかの事項についても、地方自治法などの規定に基づき、よ
り適正・的確な事務処理を行い、今後も市民の信託に答えるよう求
めました。
　監査結果報告書は、市役所１階の情報公開コーナーおよび市ホー
ムページでも閲覧できます。
■監査委員事務局（℡２４‐７０７４・ＦＡＸ２３‐６５３７）

固
定
資
産
税
と
相
続
登
記

海
上
保
安
学
校　
　

受
付
期
間
／
７
月　

日（
火
）〜
８
月
２
日（
火
）　

試
験
日
／
９
月　

日（
日
）

１９

２５

海
上
保
安
大
学
校　

受
付
期
間
／
８
月　

日（
木
）〜
９
月
６
日（
火
）　

試
験
日
／　

月　

日（
土
）・　
（
日
）

２５

１０

２９

３０

海
上
保
安
学
校
・
大
学
校

学
生
募
集

詳
し
く
は
舞
鶴
海
上
保
安
部
管
理
課

（
℡
０
７
７
３
‐　

‐
４
１
２
０
）
ま
で

７６



13 広報ふくちやま　H23（2011）．7．1

受
付
日
時
場
所
／
７
月　

日（
木
）〜　

日（
金
）福
知
山
総
合
庁
舎
、７
月　

日（
火
）〜　

日（
金
）綾
部
総
合
庁
舎　

※
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後
４
時（
正
午

１４

１５

２６

２９

１０

〜
午
後
１
時
を
除
く
）　

入
居
時
期
／　

月
中
旬
予
定　

募
集
す
る
団
地
・
戸
数
な
ど
詳
し
く
は
中
丹
・
丹
後
府
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
℡　

‐
１
０
２
１
）ま
で

１０

４２

府
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

宅地販売 河守 福知山市役所  用地販売促進室　〒６２０‐８５０１ 福知山市内記１３番地の１ 

※福知山市のホームページは「事業者向け情報」→「宅地分譲・土地区画整理地内」からお入りください 
℡0773‐24‐7068（直通）  ＦＡＸ0773‐23‐6537

石原 

駅南 

緑ヶ丘 
駅周 

　

新
卒
・
中
途
就
職
希
望
者
を
対
象
と
し

た
、
市
内
の
企
業
・
事
業
所
な
ど
が
一
堂

に
集
ま
る
北
近
畿
最
大
級
の
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。
就
職
相
談
、
Ｕ
タ
ー
ン

相
談
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要

と
き
／
８
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
正
午
〜
）

と
こ
ろ
／
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル
福
知
山

（
土
師
新
町
）

　

福
知
山
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

参
加
企
業
数
／
約　

社
５０

主
催
／
福
知
山
雇
用
連
絡
会
議

■
問
い
合
わ
せ
先
／
商
工
振
興
課（
℡　

‐
２４

７
０
７
５
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

福
祉
の
仕
事
を
め
ざ
す
人
を
対
象
に
、

自
己
ア
ピ
ー
ル
方
法
や
応
募
書
類
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
、
福
祉
職
場
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を

説
明
し
ま
す
。

※
参
加
費
無
料

と
き
／
７
月　

日（
金
）午
後
１
時　

分
〜

２９

３０

３
時

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
／
北
部
福
祉
人
材
カ
フ
ェ
（
篠
尾

新
町
一
丁
目　
　

エ
ー
ス
ビ
ル
３
階　

京

１４

都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
内
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
京
都
ジ
ョ
ブ

パ
ー
ク
北
部
福
祉
人
材
カ
フ
ェ
（
℡　

‐
２２

３
８
７
８
・　
　

‐
３
８
８
８
）

ＦＡＸ
２２

　

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却

し
ま
す
。
次
の
事
項
お
よ
び
現
地
を
ご
確

認
の
う
え
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
資
格
お
よ
び
条
件
／

次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
入
札
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
会
社
更
生
法
に
基
づ
き
、
更
正
手
続
き

開
始
の
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
人

②
民
事
再
生
法
に
基
づ
き
、
再
生
手
続
開

始
の
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
人

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

④
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４

に
掲
げ
る
人　

ほ
か

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
管
財

契
約
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
申
込
時
の
必
要
書
類
／

①
入
札
参
加
申
込
書　

※
管
財
契
約
課
の

ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

②
住
民
票
ま
た
は
そ
れ
に
か
わ
る
証
明
書

（
法
人
の
場
合
は
法
人
登
記
事
項
証
明
書
）

③
印
鑑
証
明
書

④
納
税
証
明
書（
市
税
）

申
込
期
間
／
７
月　

日（
金
）〜　

日（
金
）

１５

２９

の
平
日
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

３０

１５

分
ま
で

申
込
方
法
／
必
要
書
類
を
財
務
部
管
財
契

約
課
に
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
郵
送
の
場
合
は
受
付
期
限
内
に
必
着
。

入
札
日
時
／
８
月
３
日（
水
）

※
物
件
ご
と
に
時
間
は
異
な
り
ま
す
。

入
札
場
所
／
市
役
所
入
札
室（
旧
本
館
１

階
、内
記
三
丁
目
）

入
札
保
証
金
／

①
入
札
予
定
価
格
の
１
０
０
分
の
５
以
上

（
万
円
未
満
切
り
上
げ
）の
入
札
保
証
金
を
、

銀
行
振
出
小
切
手（
振
出
日
か
ら
５
日
以

内
の
小
切
手
）で
入
札
日
当
日
に
持
参
く

だ
さ
い
。

②
落
札
者
以
外
の
人
の
納
付
し
た
入
札
保

証
金
は
、
入
札
終
了
後
速
や
か
に
返
還
し

ま
す
。

落
札
者
の
決
定
／

予
定
価
格
以
上
で
最
高
価
格
の
入
札
を
さ

れ
た
人
を
落
札
者
と
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
管
財
契
約
課
管

財
係（
℡　

‐
７
０
３
８
・　
　

‐
６
５
３

２４

ＦＡＸ
２３

７
）

（注）予定価格とは、入札する土地の最低売却価格のことです。

一般競争入札物件／ 

市
有
地

市
有
地（
店
だ
・
夕
陽
夕
陽
が
丘
地
内

丘
地
内
） 

を
売
却

を
売
却
し
ま
す 

市
有
地

市
有
地（
天
田
天
田
・
夕
陽
夕
陽
が
丘
地
内

丘
地
内
） 

を
売
却

を
売
却
し
ま
す 

市
有
地（
天
田
・
夕
陽
が
丘
地
内
） 

を
売
却
し
ま
す 

入札保証金
（円）

予定価格
（円）

単価
（円 /㎡）

面積 
（㎡）所在地物件

番号

９２０，０００１８，３９５，３３８４０，３００４５６．４６字天田小字箕腰９０番１６１

１２０，０００　２，３８０，９１０３０，１００　７９．１０字天田小字箕腰１０９番７０２

３３０，０００　６，４６０，９８０４１，９００１５４．２０夕陽が丘８２番３

　
福
知
山
で
の
就
職
お
う
え
ん
し
ま
す
！

「
ふ
く
ち
や
ま
就
職
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」開
催

実践編
「
福
祉
・
介
護
就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
る
」

福
祉
・
介
護
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

物件番号１ 物件番号２ 物件番号３

と
き
／
①
７
月　

日（
日
）②
７
月　

日（
日
）③
８
月　

日（
日
）④
９
月　

日（
祝
・
金
）※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
午
後
３
時　

分　

と
こ
ろ
／
京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校（
舞
鶴
市
上

１０

３１

２８

２３

３０

安
１
９
２
２
）　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校（
℡
０
７
７
３
‐　

‐
７
６
０
９
・　

０
７
７
３
‐　

‐
４
３
７
８
・
Ｅ
メ
ー
ル　gakuen@

cs.kyoto

‐pc.ac.jp

）

７５

ＦＡＸ

７５

京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
１
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福知山市納付相談のおしらせ
　京都地方税機構　中丹地方事務所職員による、
市税・国民健康保険料の納期を
過ぎた人の納付相談を行います。
と　き／７月２９日（金）
　　　　午前９時～午後４時
ところ／市役所２階　税務課（内記三丁目）
　詳細については京都地方税機構　中丹地方事
務所（℡５６-０３４０・ＦＡＸ５６-０７４０）にお問い合わせくだ
さい。
※京都地方税機構中丹地方事務所では、随時納付
相談を行っています。

　

丹
波
生
活
衣
館
の
夏
休
み
特
別
企
画
、
親

子
で
楽
し
む
「
夏
休
み
藍
染
め
講
習
会
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ン
ド
藍
液
を

使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ハ
ン
カ

チ
、
手
拭
い
を
染
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
①
８
月
３
日
（
水
）

　
　
　

②
８
月
７
日
（
日
）

　
　
　

③
８
月　

日
（
水
）

２４

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
／
丹
波
生
活
衣
館　

研
修
室

（
内
記
一
丁
目
）

講
師
／ 
塩  
見  
八  
重  
子 
さ
ん
（
丹
波
生
活
衣
振

し
お 

み 

や 

え 

こ

興
会
）

募
集
人
数
／
各
日　

人
（
先
着
順
）

２０

募
集
対
象
／
小
学
５
年
生
以
上
は
一
人
で
も

参
加
可
能
。
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

大
人
の
み
の
参
加
も
可
能
。

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
、
材
料
を
希
望
す

る
場
合
は
実
費
が
必
要
（
ハ
ン
カ
チ
３
０
０

円
、
手
拭
い
１
０
０
円
程
度
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
来
館
の
う
え
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日
／
７
月　

日
（
水
）

２０

受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
、

３０

　
　
　
　
　

火
曜
日
休
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　

丹
波
生
活
衣
館（
℡
・　
　

‐
６
０
７
０
）

ＦＡＸ
２３

藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
染染染染染染染染染染染染染染染染染
めめめめめめめめめめめめめめめめめ
ををををををををををををををををを
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ししししししししししししししししし
ももももももももももももももももも
ううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！

あ
い 

ぞ

夏
休
み
、
親
子
で
体
験
講
習
会

　本市には、現在２０６件の指定文化財があります。この貴重な歴史遺産を今月から連
載で紹介していきます。
　第１回目となる今月は、一宮神社（一の宮）の木造 男  神  坐  像 （市指定　彫刻）を紹介し

だん しん ざ ぞう

ます。
　本像は 冠 をかぶり、 袍 を着け、胸前で 笏 を持って坐る男神像です。 仁  徳 天皇と伝え

かんむり ほう しゃく にん とく

られ、三岳一宮神社の 主  神 としてまつられています。
しゅ しん

　全体的に素朴な趣を感じさせますが、木心を中央前方に寄せた 檜 を用いて、 内  刳 を
ひのき うち ぐり

施さず、両手を含む頭・ 躰  部 のすべてを一木で彫出しています。大きく見開いた両眼
たい ぶ

の瞳を墨で描くほかは、素地のままであり、頭・躰部とも幅・奥行きに量感を感じさせ
ます。特に分厚い両膝は、がっしりと張り、深く組まれており、その作風・技法には平
安時代前期の雰囲気を多分に伝えています。また、衣の縁を複雑な曲線で構成し、一
部には深い彫口をみせていますが、これは神像特有の簡素な表現です。
　制作年代は９～１０世紀であると思われ、この種の神像としては大ぶりな像です。
※ 内  刳 ････ 木彫像の内部をくりぬくこと。

うち ぐり

■生涯学習課文化財保護係（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）木造 男  神  坐  像 ( 市指定　彫刻 )
だん しん ざ ぞう

① ① ① 

　教育委員会では、今年度から３カ年計画（予定）で
「天然記念物等総合調査事業」を実施します。
　自然を対象とする文化財の多くは「指定文化財・天
然記念物」に分類され、現在、市内では、府指定が２件
（ 夜  久  野  玄  武  岩  柱状  節  理 、 才  ノ  神 のフジ）、市指定が

や く の げん ぶ がん ちゅうじょう せつ り さい の かみ

１８件（地質１件、動物１件、樹木１６件）あります。この
ほか、市内の河川では、国の特別天然記念物オオサン
ショウウオなどの生息も確認されています。
　本事業では、「①新たに市指定の天然記念物として保
護すべきものの抽出」「②現在、天然記念物として指定
されているものの保護方法の充実」を二つの柱として、
福知山の豊かな自然遺産の現状を調査・確認します。
そして指定文化財としての保護の必要性や活用可能な
資産の共有化を図ることで、価値ある自然資源を次世
代に継承する基礎資料とします。
　あくまでも「文化財としての天然記念物」を中心と
したものですが、幅広い分野の自然遺産を対象に、調
査成果を環境保護などにも活用できるものにしたいと
考えています。
　現在、調査体制や具体的な手法について検討を進め
ており、現地調査では市民参加型のフィールドワーク
なども予定しています。今後、事業が具体化していく
なかで、多くの市民のみなさんにご協力をお願いする
機会もあると思いますので、その際にはよろしくお願
いします。
　次月号では、具体的な調査例について紹介します。
■生涯学習課文化財保護係（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）

市内で生息が確認された
国の特別天然記念物「オオサンショウウオ」

８
月
１
日（
月
）　
は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
い
ず
れ
も
第
２
期
分
）・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
１
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
税
務
課
資
産
税
係（
℡　

‐
７
０
２
５
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

２４

ＦＡＸ
２３

①（全２回） ①（全２回） 

てん ねん き ねん ぶつ とう そう ごう ちょう さ 
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「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
で
使
用
す
る 
挿  
絵 
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐

さ
し 

え

２４

７
０
０
０
・　
　

‐
６
５
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ル　hisyo@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
２３

　福知山青年会議所は、昭和３９年９月３日の設立以来、「福知山
の明るい豊かな社会」の実現を理想として、次代の担い手とし
て責任感をもった指導者になることを目指した２０歳から４０歳
までの青年による団体です。現在３１人で活動しており、毎月１４
日の月例会では、福知山が元気になるようなさまざまな活動
をメンバー同士でアイデアを出しあい、計画し、実行するとと
もに、メンバー自身の意識向上や、資質向上を図っています。

　「福知山三日点火１００万人のキャンドルナイト」メインイベントを７月２３日（土）福知山城公園と親水公園で
開催します。本年は東日本大震災へのチャリティーイベントとして開催し、恒例のキャンドル点灯のほか、楽
しいステージイベントや飲食ブース、フリーマーケットなど、ご家族で楽しめるイベントとなっています。収
益金などは震災復興への義援金といたします。ぜひ、ご家族、お友達同士で参加し、一緒にキャンドルに元気を
灯しませんか？
　フリーマーケットの出店者を募集しています！！　お問い合わせは下記まで
■社団法人福知山青年会議所内　福知山三日点火実行委員会

　（℡２３‐２１２３【平日午後１時～午後５時】、ＦＡＸ２３‐４３３６【随時受付】）

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

社団法人福知山青年会議所 
（Ｊｕｎｉｏｒ Ｃｈａｍｂｅｒ Ｉｎternational Ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ） 

しゃ だん ほう じん ふく ち やま せい ねん かい ぎ しょ 

福知山の元気を
、

　　　　福知山
の元気を、

東北に届けよう　　　　東北に届
けよう！！！！

「頑張れ日本！「頑張れ日本！　大
好き福知山！」大好き福知山！」

7月23日（土）メインイベントプログラム予定
フリーマーケット（午前１１時～午後４時）
ステージ第１部（午前１１時～午後２時）
ステージ第２部（午後５時～午後８時３０分）
飲食ブース（午前１１時～午後５時）
キャンドル点灯（午後６時３０分～午後８時３０分）

　夏場、日中は冷房の使用が増え、特に平日の午後２時
頃には電力需要が最も大きくなり、電力不足となる可
能性があります。市民のみなさん一人ひとりの節電が
大きな力となり、消費電力を大幅に抑えることができ
ます。一日を通じた節電に心がけ、特に日中（午後１時～
４時）の重点的な節電をお願いします。
【家庭でできる節電のポイント】
○エアコン…熱中症など健康には十分気をつけ、無理
ない程度で設定温度を高めにする。扇風機などの併用
や、「緑のカーテン」やすだれなどで窓からの日差しを
和らげるなど効率化を図る。（約１０㌫節電）
○冷蔵庫…設定を「強」から「中」に変え、扉の開放時間
は短くし、食品などは多く詰め込まない。（約２㌫節電）
○テレビ…画面の明るさを低く設定し、見ないときは
消す。（約２㌫節電）
○照明…日中は照明を消し、夜間もできるだけ減らす。
（約５㌫節電）

○炊飯器…一日分をまとめて炊き、炊飯器での保温は
やめて冷蔵庫で保存し、必要な時だけ温める。（約２㌫
節電）
○待機電力…電源はリモコンで切るので
はなく、本体の主電源を切る。こまめにコン
セントからプラグを抜く。（約２㌫節電）
（参考…資源エネルギー庁資料より）
本市も節電に取り組んでいます。

▼ごみ焼却炉の土日運転への切り替え（７月上旬～９月下旬）

▼ガス水道・下水道設備の夜間運転への切り替え（７月
上旬～９月下旬）

▼福知山城ライトダウン（７月７日、８月８日～１２日）

▼音無瀬橋ライトダウン（３月１６日～継続中）

▼市庁舎の冷房温度２８度設定、窓側照明消灯、エレベー
ターの使用停止（２台のうち１台）、ライトダウンデー（毎
週金曜日）など
※ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。
■環境政策室（℡２２‐１８２７・ＦＡＸ２２‐４８８１）

募集！

カ
ン
ち
ゃ
ん　

７
月　

日
か
ら
い
よ
い
よ
テ
レ
ビ
の

２４

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

完
全
移
行
す
る
な
〜
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
た
ら
今
の

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
は
も
う
使
え
へ
ん
の
？

カ
ン
ち
ゃ
ん　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
付
け
た
ら
地

デ
ジ
の
放
送
を
見
れ
る
け
ど
、
新
た
に
地
デ
ジ
対
応

型
テ
レ
ビ
を
買
う
家
庭
が
多
い
や
ろ
な
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

も
し
今
あ
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
廃

棄
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、ど
う
し
た
ら
え
え
ん
や
？

カ
ン
ち
ゃ
ん　

テ
レ
ビ
は
市
の
環
境
パ
ー
ク
で
は
引

き
取
れ
へ
ん
か
ら
、
テ
レ
ビ
を
買
い
替
え
る
と
き
に
、

そ
の
お
店
で
引
き
取
り
し
て
も
ら
う
の
が
よ
い
で
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

お
店
に
引
き
取
り
し
て
も
ら
う
方
法

し
か
な
い
ん
か
？

カ
ン
ち
ゃ
ん　

自
分
で
、
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、

ま
ず
そ
の
テ
レ
ビ
の
メ
ー
カ
ー
と
大
き
さ
を
調
べ
て

か
ら
郵
便
局
へ
行
っ
て
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」
を

買
っ
て
、
指
定
運
送
会
社
に
持
っ
て
行
っ
た
ら
よ
い

ん
や
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

市
内
で
指
定
運
送
会
社
っ
て
ど
こ
に

あ
る
ん
？

カ
ン
ち
ゃ
ん　

末
広
町
の
「
日
本
通
運
（
℡　

‐
２

２２

９
１
４
）」
と
土
師
の
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
イ
ン（
℡　
２０

‐
２
５
３
０
）」
で
受
け
入
れ
し
て
く
れ
る
で
！

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

了
解
！　
　

※
ビ
ン
ち
ゃ
ん
・
カ
ン
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
願
い

　

地
デ
ジ
化
に
よ
り
、
全
国
的
に
テ
レ
ビ
の
不
法
投

棄
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
不
法
投
棄
は
犯

罪
で
す
。
不
法
投
棄
を
す
る
と
法
律
に
よ
り
５
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

さ
れ
ま
す
。
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
！

国
定
公
園
の
大
江
山
で
、第
４
回
目
と
な
る
ご
み
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。　

と
き
／
７
月　

日（
土
）午
前
９
時
〜
正

３０

午（
予
定
）　

と
こ
ろ
／
大
江
山（
千
丈
ヶ
嶽
）山
頂
付
近　

■
農
林
管
理
課（
℡　

‐
７
０
４
１
・　
　

‐
６
５
３
７
）　

■
福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り
協
議
会

２４

ＦＡＸ
２３

第
４
回
国
定
公
園
ク
リ
ー
ン
デ
ー

参
加
者
募
集　
！！

この夏、節電にご協力ください！この夏、節電にご協力ください！
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
７
月　

日
号
は
、
７
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

２１

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
市
長
公
室
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

アルコールの適量を知っている人の割合 

100.0 

80.0 

60.0 

40.0 

20.0 

0.0
20代 

28.6％ 
26.5％ 

58.7％ 

42.6％ 

67.1％ 
60.5％ 

68.6％ 
64.1％ 

76.6％ 
80.4％ 

87.6％ 
82.6％ 

79.7％ 

65.4％ 
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（資料：平成２２年健康増進計画アンケート結果） 

健康増進計画  知っ得シリーズ Ｐａｒｔ4

けんこウサギちゃん　と１０００歩くんのいきいき健康トーキング 

：突然だけど…１０００歩くんは、お酒を飲む機会って多いかな？！ 

：友達と一緒にご飯を食べると、よく飲むかな？！ 

：そうだね！バーべキューをしたり、暑くなるとビールがお
いしくなるんだよね！！ でもでも、自分に合った適量を知っ
てる？！ 

：適量？！ 飲みたいだけ飲んでるけど…。 

：右のグラフを見てごらん。若い人ほど自分に合った適量を
知らない人が多いんだ！！ そこで今回は「アルコール」をテー
マにお話するよ！！ 

①アルコールの身体への影響を正しく理解しよう 
②自分の適量を知ろう 
③自分のペースを守って飲もう 
④未成年者は飲まない、飲ませないようにしよう 

健康ＵＰ！ のために ☆一人ひとりが心がけてほしい4項目☆ ★一人ひとりが心がけてほしい4項目★ 

食べながら、適量範囲でゆっくりと！！ 食べながら、適量範囲でゆっくりと！！ 

一気飲み 

ママの優しさ

健康増進計画について詳しく知りたい人は市ホームペー
ジで確認できます。電話・ファクスでのお問い合わせは
健康推進室（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８）までお願いします。 

アルコールの一日の限度量は 
純アルコールに換算して２０～４０㌘ 

　一般的に限度としては、ビールなら中ビン２本・日
本酒なら２合・焼酎なら１．２合・ワインなら１/２本・ウイ
スキーなら２杯・チューハイなら３缶までといわれます。 
【純アルコール量の計算式】 
お酒の量（㍉㍑）×［アルコール度数（㌫）÷１００］ 

×０．８＝純アルコール（㌘） 

　少量のお酒を食前に飲むと、胃液の分泌を促し、食欲を増進させる効用があ
ります。しかし、空腹状態では、アルコールが吸収されやすいため、急激に血液
中のアルコール濃度が上がり、さまざまな障害が起こりやすくなります。体内で
アルコールを分解する力には個人差があり、体格や年齢差、体調によっても酔
い具合が違ってきます。お酒と一緒にバランスの取れた食事、特に、たんぱく質、
脂質を多く含んだ食物をとると、アルコール吸収のペースが緩やかになります。 

　妊娠中に摂取するママのアルコー
ルは、そのまま赤ちゃんに届きます。
多量摂取により、赤ちゃんの発達障
害などを引き起こす傾向にあります。 

妊娠中・授乳中の 
アルコール摂取は控えましょう

お酒の種類と適量の目安 お酒の種類と適量の目安 お酒の種類と適量の目安 

適量ならこんな効果が 適量ならこんな効果が 適量ならこんな効果が 
●ストレスの解消 
●食欲の増進 
●発想の転換 
●コミュニケーションの円滑化 
●ＨＤＬ（善玉）コレステロールの増加 

飲み過ぎてしまうと… 飲み過ぎてしまうと… 飲み過ぎてしまうと… 
●消化器系・肝機能の障害 （胃炎・肝炎 など） 
●がんの誘発 （喉頭がん・食道がん など） 
●生活習慣病の助長 （糖尿病・高血圧 など） 
●精神・脳への障害 （依存症・認知症 など） 

※アルコールの適量は個人差があります。 

死に至る 
ことも 

急性アルコール中毒 

血中アルコール濃度が急激に 

上昇し、一気に泥酔・昏睡状態に！！ 
でい すい こん すい 

ビール（中ビン） 
度数５㌫の場合 
１本（約５２０㍉㍑） 

焼酎 
度数２５㌫の場合 
０．６合（１１０㍉㍑） 

缶チューハイ 
度数５㌫の場合 
１．５缶（約５２０㍉㍑） 

日本酒 
度数１５㌫の場合 １合（１８０㍉㍑） 

ワイン 
度数１４㌫の場合 
１/４本（約１８０㍉㍑） 

ウイスキー 
度数４３㌫の場合 
ダブル１杯（６０㍉㍑） 

焼酎 
度数２５㌫の場合 
０．６合（１１０㍉㍑） 

ウイスキー 
度数４３㌫の場合 
ダブル１杯（６０㍉㍑） 

?
??

済 お酒 

済 栄養・食生活 済 たばこ 

済 歯 


